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は
じ
め
に

本
稿
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
が
所
蔵
す
る
外
務
省
記
録
「
新
潟
港
米
穀
津
留

一
件
」
の
内
容
を
紹
介
し
、
開
港
直
後
の
新
潟
港
に
お
け
る
救
荒
政
策
と
交
易
を

巡
っ
て
生
じ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
紹
介
す
る
史
料
は
、
外
交
史
料
館
が
所
蔵
す
る
外
務
省
記
録

3.5.2.2

「
新
潟
港
米
穀
津
留
一
件
」（
以
下
「
津
留
一
件
」）
で
あ
る
。
本
史
料
は
、

明
治
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
新
潟
港
に
お
け
る
米
穀
流
通
統
制
策
に
関
す
る
、

外
務
省
や
新
潟
・
水
原
在
勤
役
人
と
各
国
公
使
・
領
事
ら
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ

た
書
簡
を
収
録
し
た
簿
冊
で
あ
る
。「
津
留
一
件
」
は
、
当
該
期
の
新
潟
港
に
お
け

る
交
易
を
め
ぐ
る
様
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
近
世
社
会
か
ら
近
代
社
会
に
移

行
す
る
時
期
に
行
わ
れ
た
流
通
統
制
策
を
検
討
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

史
料
で
あ
り
、
ま
た
次
に
挙
げ
る
先
行
研
究
を
補
完
し
得
る
内
容
で
あ
る
と
言
え

る
。
津
留
令
を
め
ぐ
る
様
相
か
ら
、
近
世
近
代
移
行
期
の
新
潟
に
お
い
て
、
近
世

的
な
救
荒
政
策
が
諸
外
国
と
の
交
易
に
際
し
て
そ
の
矛
盾
に
直
面
し
、
方
々
の
主

張
を
受
け
た
す
り
合
わ
せ
に
よ
り
政
策
が
変
更
さ
れ
て
い
く
過
程
を
検
討
し
た
い
。

新
潟
港
は
、
明
治
元
年
一
一
月
一
九
日
（
一
八
六
九
年
一
月
一
日
）
に
開
港
し

た
。
新
潟
港
開
港
に
至
る
ま
で
の
過
程
、
な
ら
び
に
新
潟
港
に
お
け
る
交
易
と
行

政
に
関
し
て
は
、
外
交
史
）
1
（

や
地
方
史
）
2
（

で
の
蓄
積
が
あ
る
。
ま
た
開
港
直
後
の
新
潟

港
に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
青
柳
正
俊
氏
に
よ
る
成
果
が
あ
る
。
青
柳

氏
は
、
外
務
省
記
録
や
イ
ギ
リ
ス
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
を
用
い
、
外
国
人
居

留
地
行
政
や
通
商
司
政
策
等
に
関
し
て
検
討
を
行
っ
て
い
る）

3
（

。

こ
の
よ
う
に
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
新
潟
港
の
交
易
に
関
す
る
研
究
に
は
一

定
の
成
果
は
あ
る
も
の
の
、
明
治
初
期
の
米
穀
流
通
統
制
策
の
経
緯
に
つ
い
て
論

じ
た
研
究
は
限
定
的
で
あ
る
。
自
治
体
史
に
お
け
る
記
述
や
、
青
柳
氏
の
前
述
論

文
、
オ
ラ
ン
ダ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
を
紹
介
し
た
西
田
泰
民
氏
）
4
（

に
よ
る
成
果

の
中
に
、
米
穀
の
移
出
統
制
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
補
足
的

な
記
述
に
留
ま
り
、
当
該
期
の
詳
細
な
研
究
は
い
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

幕
末
に
お
け
る
新
潟
港
の
米
穀
流
通
に
関
し
て
は
、
中
村
義
隆
氏
に
よ
る
成
果

が
あ
る
。
中
村
氏
は
、
幕
末
期
の
移
出
入
統
制
と
交
易
に
関
し
て
、
安
政
五
年
か

史
料
紹
介明

治
初
期
新
潟
港
に
お
け
る
救
荒
政
策
と
交
易

　
　
　
　

―
外
務
省
記
録
「
新
潟
港
米
穀
津
留
一
件
」
を
事
例
に
―近　

藤　

麻　

里
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ら
文
久
三
年
に
至
る
ま
で
の
新
潟
奉
行
所
か
ら
新
潟
番
所
宛
て
の
達
書
を
検
討
し
、

幕
末
期
に
数
回
に
わ
た
っ
て
米
穀
を
含
む
諸
商
品
の
流
通
統
制
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た）

5
（

。
ま
た
、
明
治
初
期
の
東
北
地
方
に
お
け
る
米
穀
に
関
す

る
研
究
と
し
て
、
松
尾
正
人
氏
は
明
治
二
年
の
凶
作
と
廻
米
政
策
を
取
り
上
げ
、

新
政
府
の
救
荒
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る）

6
（

。
明
治
二
年
の
東
北
凶
作
に

関
す
る
研
究
は
少
な
く
、
本
稿
で
扱
う
史
料
の
時
代
的
背
景
を
捉
え
る
上
で
も
松

尾
論
文
は
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

な
お
、
外
国
公
使
・
領
事
か
ら
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
英
文
が
収
録
さ
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
英
文
を
、
和
文
翻
訳
の
み
収
録
さ
れ
て
い
る
史
料
に
つ
い
て

は
和
文
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
史
料
中
の
変
体
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
同
音
の
平

仮
名
に
改
め
た
。
但
し
「
江
」、「
者
」、「
而
」、「
已
」、「
幷
」、「
ニ
」
に
つ
い
て

は
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
た
文
字
を
使
用
し
、
合
字
は
「
ゟ
」
の
み
残
し
た
。

一　

新
潟
港
米
穀
津
留
令
の
布
告

本
章
で
は
、
米
穀
流
通
統
制
策
で
あ
る
津
留
令
の
布
告
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る

諸
外
国
と
の
条
約
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

次
の
内
容
は
、
明
治
二
年
六
月
一
二
日
（
一
八
六
九
年
七
月
二
〇
日
）
に
新
潟

県
判
事
よ
り
外
国
官
判
事
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
。

頃
日
よ
り
各
藩
ニ
お
ゐ
て
当
国
領
分
之
囲
米
等
回
漕
之
為
外
国
商
船
相
雇

追
々
入
港
い
た
し
候
得
共
、
中
ニ
者
事
実
収
納
囲
米
の
ミ
に
而
も
無
之
、
夫
々

農
商
江
申
付
置
買
上
候
向
も
有
之
歟
に
相
聞
、
暗
に
民
情
ニ
差
響
候
次
第
も

不
少
、
加
之
昨
年
者
越
国
未
曾
有
之
水
害
ニ
而
、
当
秋
収
納
之
時
分
ま
て
民

口
之
夫
食
取
続
之
趣
も
難
計
見
込
ヲ
以
、
此
程
よ
り
越
後
府
ニ
お
ゐ
て
者
管

内
農
商
之
有
来
取
調
中
、
昨
今
米
穀
之
輸
出
者
全
く
当
国
限
り
売
買
可
致
趣

布
告
等
も
有
之
、
旁
以
此
後
尚
外
国
船
等
相
雇
入
港
之
も
の
有
之
候
而
者
、

大
ニ
不
都
合
ヲ
醸
し
可
申
候
、
乍
併
独
乙
之
条
約
面
に
掲
載
之
通
り
、
米
穀

之
運
送
を
禁
せ
ん
と
欲
セ
ハ
二
ヶ
月
前
告
知
す
へ
し
と
の
条
款
ニ
よ
り
熟
慮

い
た
し
候
ヘ
ハ
、
譬
一
時
民
情
ニ
係
わ
り
候
共
、
万
一
此
後
各
藩
ニ
被
相
雇

候
外
船
着
港
之
上
日
本
人
を
ハ
囲
米
之
事
実
ヲ
相
糺
し
候
上
ニ
而
制
御
い
た

し
可
申
候
へ
と
も
、
外
国
船
之
運
送
ヲ
突
然
差
留
候
辞
柄
者
二
ヶ
月
前
報
告

之
条
件
に
よ
り
候
へ
者
困
却
至
極
ニ
付
、
其
辺
之
情
実
御
遥
察
之
上
何
与
歟

各
国
公
使
へ
早
々
御
談
判
御
座
候
様
致
度
候）

7
（

新
潟
県
判
事
の
述
べ
て
い
る
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
近
頃
、
越
後
国
内
の

諸
藩
が
囲
米
を
輸
送
す
る
た
め
に
、
外
国
船
を
雇
っ
て
新
潟
港
に
入
港
し
て
い
る

が
、
こ
の
中
に
は
、
囲
米
の
回
漕
の
み
な
ら
ず
、
農
民
や
商
人
と
申
し
合
わ
せ
、

米
を
買
入
れ
て
い
る
者
も
い
る
と
聞
く
。
こ
れ
は
民
衆
感
情
に
少
な
か
ら
ず
影
響

す
る
の
で
は
な
い
か
。
加
え
て
、
昨
今
の
未
曽
有
の
水
害
に
よ
り
越
後
国
内
に
夫

食
（
民
衆
の
食
糧
）
と
し
て
の
米
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
地
で
は
米

穀
の
移
出
を
「
全
く
当
国
限
り
」（
越
後
国
内
に
限
る
）
と
す
る
方
針
で
あ
る
が
、

こ
れ
で
は
外
国
船
を
雇
い
入
れ
て
囲
米
等
を
輸
送
し
よ
う
と
す
る
越
後
国
内
の
諸

藩
に
不
都
合
が
生
じ
る
。

こ
こ
で
新
潟
県
判
事
が
述
べ
て
い
る
囲
米
（
置
米
）
と
は
、
近
世
期
に
幕
府
及

び
諸
藩
が
備
荒
貯
蓄
も
し
く
は
米
価
調
節
の
た
め
に
行
っ
た
穀
物
を
貯
蔵
す
る
政
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策
を
指
す
）
8
（

。
囲
米
は
、
非
常
時
に
備
え
て
貯
蓄
さ
れ
る
他
に
、
払
い
下
げ
て
領
内

や
他
港
に
回
漕
し
、
米
価
の
調
節
や
困
窮
農
民
の
救
済
等
に
あ
て
ら
れ
た
。

さ
ら
に
新
潟
県
判
事
は
、「
独
乙
之
条
約
」
の
内
容
と
し
て
、
米
穀
の
運
送
を

禁
止
す
る
場
合
は
二
ヶ
月
前
に
告
知
す
る
よ
う
に
、
と
の
条
項
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
点
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。条
約
の
内
容
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
、藩
の
雇
っ

た
外
国
船
が
新
潟
港
に
着
港
し
た
場
合
、
正
規
の
囲
米
で
あ
る
か
否
か
（
売
買
目

的
の
不
正
な
米
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
）
を
調
べ
て
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

外
国
船
の
運
送
を
突
然
差
し
止
め
る
の
は
、
条
約
に
二
ヶ
月
前
告
知
の
条
件
が
あ

る
の
で
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
条
約
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
後
に
詳
述
す
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
の
六
月
二
三
日
（
七
月
三
一
日
）、
越
後
国
内
に
行
政

官
よ
り
次
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。

越
後
国
所
領
有
之
面
々
囲
米
廻
漕
之
為
メ
外
国
船
相
雇
ヒ
新
潟
入
港
致
候

処
、
追
々
農
商
之
米
穀
買
込
輸
出
致
候
輩
有
之
、
甚
以
下
方
之
難
儀
ヲ
醸
シ

候
趣
、
右
国
中
ハ
昨
夏
大
ニ
水
害
ヲ
蒙
リ
当
秋
迄
ノ
民
食
取
続
無
覚
束
ニ
付

国
中
限
リ
売
買
可
致
旨
兼
テ
布
告
モ
有
之
通
、
旁
以
向
後
囲
米
ニ
テ
モ
外
国

船
ヲ
以
テ
廻
送
致
シ
候
節
ハ
、
同
府
ヘ
届
出
免
許
之
上
可
取
扱
総
而
私
ニ
積

出
之
儀
堅
ク
被
差
止
候
事）

9
（

前
述
の
新
潟
県
判
事
か
ら
の
届
出
を
受
け
て
、
越
後
国
内
に
所
領
を
も
つ
諸
藩

に
よ
る
囲
米
の
輸
送
を
外
国
船
を
用
い
て
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
越
後
府
）
10
（

の
許

可
を
得
る
よ
う
に
と
す
る
通
達
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
通
達
で
は
、
諸
藩
に
よ
る

公
的
な
輸
送
以
外
の
、
売
買
を
目
的
と
し
た
米
穀
の
積
出
に
つ
い
て
は
「
堅
ク
被

差
止
候
事
」
と
し
、
官
許
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
輸
送
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
の
米
穀

の
輸
送
を
統
制
す
る
通
達
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
「
津
留
令
」
と
呼
称
し
、
こ
の

津
留
令
を
巡
っ
て
生
じ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
当
該
津
留
令
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
官
許
を
得
た
上
で
の
輸
送
を
義
務
付
け
る
こ
と
で
、
諸
藩
に

よ
る
公
的
な
米
穀
輸
送
と
売
買
を
目
的
と
し
た
不
正
な
米
穀
輸
送
を
区
別
し
、
把

握
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
布
告
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

越
後
国
内
へ
の
津
留
令
布
告
に
つ
い
て
は
、
同
日
中
に
外
国
官
知
事
伊
達
宗
城

よ
り
各
国
公
使
に
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
。

当
今
各
藩
之
内
越
後
国
領
分
有
之
候
者
、
囲
米
収
納
回
漕
之
為
メ
外
国
商
船

相
雇
新
潟
港
江
入
港
中
ニ
は
収
納
囲
米
而
已
ニ
無
之
、
農
商
江
申
付
米
穀
買
入

積
出
し
候
向
も
有
之
候
所
、
同
所
者
昨
年
以
来
干
戈
打
続
、
加
之
未
曾
有
之

水
害
ニ
而
、
当
秋
収
納
之
時
迄
民
口
之
夫
食
取
続
も
難
計
ニ
付
、
米
穀
之
儀
者

全
く
同
所
限
り
売
買
可
致
様
布
令
い
た
し
、
爾
後
各
藩
ニ
被
雇
候
外
船
寄
港

之
節
ハ
囲
米
回
漕
之
実
否
を
取
糾
し
、
買
入
米
等
積
出
し
候
義
者
決
而
不
相

成
旨
布
令
い
た
し
候
趣
同
府
ゟ
申
出
候
、
就
而
者
爾
後
各
藩
ニ
而
外
船
相
雇
囲

米
回
漕
之
節
者
、
同
府
江
届
出
免
許
を
請
候
上
ニ
而
積
乗
セ
候
様
可
致
旨
同

国
領
分
有
之
諸
藩
江
更
ニ
布
告
い
た
し
候
間
、
同
港
在
留
貴
国
コ
ン
シ
ユ
ル

江
も
右
之
段
御
通
達
有
之
船
主
え
者
兼
而
右
之
段
相
心
得
回
漕
方
取
計
候
様

い
た
し
度
、
右
者
客
歳
我
七
月
中
東
久
世
中
将
各
国
公
使
江
御
面
晤
之
砌
、

我
国
一
ツ
之
開
港
場
ゟ
他
之
開
港
場
江
外
国
船
ニ
而
米
を
積
廻
す
事
無
余
儀

禁
制
す
る
事
要
用
也
と
思
ふ
時
ゟ
二
ヶ
月
已
前
、
右
禁
制
を
触
出
す
へ
き
港

ニ
あ
る
各
国
岡
士
ニ
通
達
可
致
旨
之
御
約
定
有
之
候
得
共
、
日
本
人
民
の
生
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命
ニ
関
係
す
る
重
大
事
件
ニ
付
前
書
之
通
為
取
計
申
候）
11
（

前
述
の
津
留
令
を
越
後
国
内
の
各
藩
に
布
告
し
た
旨
を
伝
え
た
上
で
、
昨
年
の

七
月
に
神
奈
川
裁
判
所
総
督
東
久
世
通
禧
と
各
国
公
使
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
取

極
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
取
極
の
中
に
、
あ
る
開
港
場
か
ら
他
の
開
港

場
へ
の
外
国
船
を
用
い
た
米
穀
輸
送
を
禁
止
す
る
場
合
、
そ
の
二
ヶ
月
前
に
触
出

す
と
の
約
定
が
あ
る
が
、
今
回
の
津
留
令
は
日
本
の
人
民
の
生
命
に
関
わ
る
「
重

大
事
件
」
で
あ
る
た
め
、
布
告
と
同
時
に
施
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
説
明
し
て

い
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
明
治
元
年
七
月
の
「
御
約
定
」
に
つ
い
て
は
、

本
史
料
「
津
留
一
件
」
中
に
「
戊
辰
七
月
十
六
日
於
仏
国
公
使
館
東
久
世
中
将
各

国
公
使
ト
応
接
之
節
取
極
書
」)12

(

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
該
期
の
兵
庫
港

に
お
い
て
、
他
の
開
港
場
へ
の
外
国
船
に
よ
る
米
穀
輸
送
が
禁
止
さ
れ
た
際
、
日

本
側
と
各
国
公
使
と
の
間
で
確
認
さ
れ
た
約
定
で
あ
り
、
そ
の
中
に
次
の
内
容
が

見
ら
れ
る
。

国
内
食
物
払
底
ニ
而
差
支
、
日
本
政
府
一
ツ
之
開
港
場
よ
り
他
之
開
港
場
江

外
国
船
ニ
而
米
を
積
廻
す
事
を
無
拠
禁
制
す
る
事
要
用
な
り
と
思
わ
る
ゝ
時

は
弐
ヶ
月
以
前
よ
り
、
右
禁
制
を
触
出
す
べ
き
港
ニ
在
る
各
国
コ
ン
シ
ユ
ル

江
二
ヶ
月
以
前
其
事
を
通
達
す
べ
し)13

(

兵
庫
港
に
お
い
て
米
穀
輸
送
の
禁
令
が
出
さ
れ
た
の
は
、
新
潟
港
に
お
い
て
津

留
令
が
布
告
さ
れ
る
一
年
前
で
あ
る
が
、
新
潟
港
の
津
留
令
は
こ
の
約
定
を
踏
ま

え
な
が
ら
も
二
ヶ
月
前
通
達
な
く
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
日
本
側
が
懸
念
す

る
こ
の
二
ヶ
月
前
通
達
の
約
定
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
明
治
二
年
六
月
一
二
日

（
一
八
六
九
年
七
月
二
〇
日
）
の
新
潟
県
判
事
よ
り
外
国
官
判
事
へ
の
書
簡
に
お

い
て
も
言
及
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
独
乙
之
条
約
面
に
掲
載
之
通
り
米
穀
之
運
送

を
禁
せ
ん
と
欲
セ
ハ
二
ヶ
月
前
告
知
す
へ
し
と
の
条
款)14

(

」
と
あ
り
、
兵
庫
港
に
お

け
る
米
穀
津
留
時
に
確
認
さ
れ
た
約
定
以
外
に
も
、
二
ヶ
月
前
告
知
を
定
め
た
条

約
が
存
在
し
、
日
本
側
が
そ
れ
を
懸
念
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
挙
げ

ら
れ
て
い
る
「
独
乙
之
条
約
」
と
は
、
明
治
二
年
一
月
一
〇
日
（
一
八
六
九
年
二

月
二
〇
日
）に
締
結
さ
れ
た「
日
本
国
独
逸
北
部
連
邦
修
好
通
商
条
約
」)15

(

（
以
下「
日

独
条
約
」）を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。当
該
条
約
の
貿
易
章
程
第
八
則
に
は
、

次
の
内
容
が
見
ら
れ
る
。

日
本
に
在
留
す
る
独
逸
国
人
及
び
独
逸
国
船
の
乗
組
人
又
旅
客
自
己
の
入
用

に
満
つ
る
丈
け
は
輸
出
目
録
に
載
た
る
輸
出
禁
制
の
穀
物
並
に
粉
を
買
入

る
ゝ
事
を
許
す
へ
し
、
尤
右
穀
物
並
に
粉
を
独
逸
船
に
積
入
ん
と
す
る
前
必

す
通
例
の
通
り
運
上
所
よ
り
船
積
の
免
許
状
を
得
へ
き
な
り

禁
制
穀
物
及
ひ
諸
粉
類
を
諸
開
港
場
の
間
に
輸
送
す
る
事
に
付
日
本
政
府
是

に
故
障
を
な
さ
る
ゝ
へ
し

然
り
と
雖
も
万
一
日
本
人
並
に
外
国
人
右
品
物
を
或
る
開
港
場
よ
り
運
送
す

る
事
に
付
格
別
の
事
故
あ
り
て
当
分
の
内
是
を
禁
せ
ん
と
欲
せ
は
、
日
本
政

府
右
の
趣
意
を
二
箇
月
前
に
独
逸
長
官
に
告
知
ら
す
へ
し
、
且
此
禁
制
は
事

実
不
得
止
の
時
而
已
に
し
て
速
に
此
禁
を
解
く
事
に
日
本
政
府
は
注
意
す
へ

し)16

(こ
こ
で
記
さ
れ
て
い
る
「
輸
出
禁
制
の
穀
物
」
と
は
、「
米
、
籾
、
小
麦
、
大
麦
、

並
其
粉
」
を
指
し
て
い
る)17

(

。
こ
れ
ら
の
品
目
は
、
乗
組
人
ま
た
は
旅
客
の
自
用
品

と
し
て
の
買
入
の
み
が
許
可
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
品
物
を
開
港
場
間
で
輸
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送
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
場
合
は
、
二
ヶ
月
前
に
告
知
す
る
よ
う
に
、
と
定
め
ら
れ

て
い
た
。

新
潟
港
に
お
け
る
米
穀
津
留
令
は
、
他
の
開
港
場
に
お
け
る
前
例
や
、
日
独
条

約
に
照
ら
す
と
、
各
国
の
反
発
を
招
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
な
が
ら
も
布
告
・
施
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
っ
と
も
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
津

留
令
は
米
穀
の
全
面
的
な
輸
送
停
止
で
は
な
く
、
年
貢
米
な
ど
の
公
的
な
輸
送
に

外
国
船
を
用
い
る
際
に
お
い
て
は
、
越
後
府
の
許
可
証
が
あ
れ
ば
可
能
と
し
、
そ

れ
以
外
の
売
買
を
目
的
と
し
た
米
穀
輸
送
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日

本
側
が
懸
念
し
た
と
お
り
、
津
留
令
に
対
す
る
各
国
の
反
応
は
厳
し
か
っ
た
。
次

章
に
お
い
て
は
、
英
国
公
使
・
領
事
の
反
応
や
日
本
側
と
の
や
り
取
り
に
つ
い
て

見
て
い
く
。

二　

各
国
の
反
応
と
民
衆
の
動
向

本
章
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
・
領
事
と
日
本
側
と
の
や
り
取
り
、
お
よ
び
津
留

令
を
受
け
て
生
じ
た
新
潟
町
民
衆
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

在
新
潟
イ
ギ
リ
ス
領
事
代
理
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ゥ
ル
ー
プ
（Jam

es T
roop

）

は
明
治
二
年
九
月
七
日
（
一
八
六
九
年
一
〇
月
一
一
日
）、
外
国
官
権
判
事
と
し

て
開
港
事
務
を
行
う
た
め
新
潟
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
水
野
千
波
外
務
少
丞
に
対
し

て
、
日
本
政
府
や
水
原
役
人
の
政
策
を
批
判
す
る
次
の
よ
う
な
内
容
の
書
簡
を
出

し
て
い
る
。

先
月
廿
三
日
予
足
下
よ
り
口
上
に
て
水
原
の
長
官
当
国
内
ゟ
自
在
ニ
米
船
の

通
行
す
る
を
禁
し
、
且
又
商
人
共
米
を
買
入
当
所
に
持
来
る
事
を
も
妨
る
を

承
知
せ
り

帝
の
政
府
に
て
ハ
日
本
之
内
開
港
場
よ
り
他
の
開
港
場
江
米
穀
輸
出
之
義
ハ
、

一
千
八
百
六
十
八
年
第
九
月
横
浜
に
於
て
外
国
全
権
与
日
本
政
府
与
条
約
せ

し
趣
意
を
厳
に
守
へ
き
様
、
再
度
布
告
し
た
る
後
水
原
長
官
等
の
此
処
置
に

ハ
甚
驚
け
り)18

(

水
原
役
人
が
米
穀
を
積
ん
だ
船
の
通
航
を
禁
じ
、
ま
た
商
人
た
ち
の
取
引
を
妨

害
し
て
い
る
と
の
情
報
が
、
水
野
よ
り
ト
ゥ
ル
ー
プ
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
さ
ら
に
ト
ゥ
ル
ー
プ
は
、
一
章
で
述
べ
た
明
治
元
年
七
月
の
東
久
世
と

各
国
公
使
と
の
間
で
定
め
ら
れ
た
取
極
に
つ
い
て
ふ
れ
、
こ
の
よ
う
な
取
極
が

あ
っ
た
後
の
水
原
役
人
の
処
置
（
津
留
令
）
に
は
驚
い
て
い
る
、と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
ト
ゥ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
イ
ギ
リ
ス
公
使
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス

（Sir H
arry Sm

ith Parkes

）
に
も
同
様
の
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

ト
ゥ
ル
ー
プ
の
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
、
水
野
は
九
月
一
〇
日
（
一
〇
月
一

四
日
）、
次
の
よ
う
に
返
信
し
て
い
る
。

貴
国
第
十
月
十
一
日
付
之
御
書
翰
落
手
御
申
越
之
趣
委
細
承
了
い
た
し
候
、

這
一
事
ハ
兼
而
も
御
面
晤
お
よ
ひ
置
候
通
、
当
国
之
義
昨
年
未
曾
有
之
水
害

に
て
米
穀
多
分
流
失
、
随
而
今
年
も
作
毛
不
熟
未
た
新
穀
之
出
来
高
も
明
ら

か
な
ら
さ
る
に
、
過
日
米
価
昇
騰
民
心
を
た
や
か
な
ら
す
夫
是
全
越
之
民
口

と
秋
田
之
収
穀
と
を
比
較
大
算
中
、
米
苞
を
他
へ
濫
出
い
た
し
候
而
者
、
何

分
総
計
取
調
か
た
き
旨
水
原
県
ゟ
申
越
候
次
第
ニ
而
、
素
ゟ
有
余
之
米
穀
を
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妨
た
け
て
運
輸
回
漕
を
差
留
候
趣
意
に
は
聊
無
之
候
間
、
今
日
不
得
止
之
情

実
深
く
御
亮
解
有
之
度
存
候)19

(
水
野
に
よ
る
と
、
昨
年
の
水
害
を
受
け
て
、
今
年
の
越
後
国
に
お
け
る
新
米
の

収
穫
高
を
算
出
中
で
あ
る
た
め
、
米
穀
を
他
地
域
に
む
や
み
に
持
ち
出
し
て
し
ま

う
と
収
穫
高
の
総
計
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
水
原
県
よ
り
申
出
が
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
れ
を
受
け
て
津
留
令
を
布
告
し
た
次
第
で
あ
り
、
も
と
よ
り
米
穀

の
輸
送
を
妨
げ
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
水
野
は
主
張
し
て
い
る
。

米
穀
津
留
は
水
原
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
地
域
の
実
情
を
汲
ん
で
行
っ
た
も

の
で
あ
る
、
と
ト
ゥ
ル
ー
プ
に
訴
え
て
い
る
。
水
野
は
九
月
一
二
日
（
一
〇
月
一

六
日
）、外
務
省
に
対
し
て
も
同
様
の
旨
の
書
簡
を
送
っ
て
お
り
、そ
こ
に
は
、ト
ゥ

ル
ー
プ
が
こ
の
よ
う
な
内
地
の
実
情
を
酌
量
せ
ず
、
津
留
令
が
商
業
を
妨
げ
る
と

し
て
煩
わ
し
く
思
っ
て
い
る
と
の
状
況
も
併
せ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る)20

(

。
前
述
の
よ

う
な
、
米
穀
津
留
に
お
け
る
水
原
役
人
に
対
す
る
認
識
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
み
な
ら

ず
ド
イ
ツ
等
各
国
の
領
事
・
公
使
に
伝
わ
り
共
有
さ
れ
て
い
た)21

(
。

次
に
挙
げ
る
の
は
、
九
月
一
四
日
（
一
〇
月
一
八
日
）
付
で
パ
ー
ク
ス
よ
り
外

務
卿
澤
宣
嘉
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
。

In the m
onth of A

ugust last the U
ndersigned found it 

necessary to com
plain to H

is E
xcellency of the opposition 

offered by the local authorities at N
iigata to the shipm

ent of 

Rice in foreign ships and H
is Excellency inform

ed him
 in his 

reply of the 22
nd A

ugust that this contravention of the 

agreem
ent m

ade betw
een the Japanese Governm

ent and all the 

foreign R
epresentatives relative to the transport of R

ice 

betw
een the open Ports in Japan w

ould be corrected.

T
he U

ndersigned regrets to say how
ever, that he continues 

to receive from
 H
er M

ajesty ,s Consul at N
iigata unfavorable 

accounts of the conduct of the local authorities, not only w
ith 

reference to the exportation of Rice, w
hich they still interfere 

w
ith, but also as regards their general disposition tow

ards 

foreigners.

It appears that instead of exerting them
selves to facilitate 

friendly intercourse betw
een Japanese and foreigners, and to 

encourage the grow
th of com

m
erce at this new

 Port, they view
 

w
ith disfavor the readiness show

n by the people them
selves to 

profit by the opening of N
iigata to foreign trade, and they 

actually place im
pedim

ents in the w
ay of the transactions of the 

native and foreign m
erchants.

It is necessary, therefore, that the U
ndersigned should inquire 

w
hether this conduct is the result of ignorance or of design on 

the part of the authorities in question, and to point out to H
is 

Excellency that in any case it is incum
bent on the Japanese 

Governm
ent to confi de the m

anagem
ent of foreign aff airs in that 

quarter to offi  cers w
ho w

ill faithfully act up to the spirit of the 

T
reaties, and w

ho w
ill set an exam

ple of friendliness and good 
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faith tow
ards foreigners instead of taking advantage of their 

distance from
 the seat of Governm

ent to act according to their 

ow
n private aim

s, and feelings.

T
he form

 in w
hich the local governm

ent is at present 

constituted seem
s to contribute to this unfavorable state of 

aff airs. 

A
lthough N

iigata and Ebisum
inato in Sado form

 one Port, the 

offi  cers stationed at the latter place do not appear, in m
atters of 

Custom
s and Foreign T

rade, to be under the orders of those at 

N
iigata, and the officers at N

iigata are again subordinate to 

those of the sm
all inland tow

n of Suibara. If this arrangem
ent 

should continue, it m
ay becom

e requisite for H
er M

ajesty ,s 

Consul to proceed frequently to that tow
n in order that he m

ay 

have access to the principal functionary there, w
henever w

ant 

of authority on the part of the offi  cers stationed at N
iigata m

ay 

render such a step necessary.

T
he U

ndersigned feels com
pelled also to observe that m

ost of 

the diffi  culties of w
hich he has to com

plain appear to em
anate 

from
 the latter tow

n. H
e is inform

ed that the offi  cers of Suibara 

have arrested a num
ber of N

iigata m
erchants w

ho had gone 

there to buy rice, and it is also stated that they have stopped 

the m
outh of the cross stream

 connecting the A
kanokaw

a w
ith 

the Shinanogaw
a in order to prevent rice boats from

 going to 

N
iigata.

T
he U

ndersigned feels convinced that on being inform
ed of 

the above circum
stances, the Japanese Governm

ent w
ill speedily 

take m
easures to rem

ove these causes of com
plaint. O

w
ing to 

the w
ant of a harbor at N

iigata, the foreigners w
ho are 

endeavouring to open com
m
erce at that Port have already to 

contend w
ith serious physical diffi  culties, and it w

ould be hard 

indeed that these should be increased by w
ant either of proper 

arrangem
ents or of a good disposition on the part of the local 

Governm
ent

)22

(.

本
書
簡
に
お
け
る
パ
ー
ク
ス
の
主
張
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
政
府
の

役
人
は
、
日
本
人
と
外
国
人
と
の
交
際
を
盛
ん
に
し
、
新
潟
港
の
交
易
も
盛
ん
に

な
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
商
人
が
利
益
を
得
よ
う
と
す

る
の
を
嫌
い
、日
本
と
外
国
の
商
人
間
の
取
引
を
妨
げ
て
い
る
。
政
府
の
役
人
は
、

条
約
の
精
神
に
忠
実
に
従
っ
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
潟
港
と
佐
渡
の
夷
港

は
一
つ
の
港
で
あ
る
の
に
、
夷
港
の
役
人
は
運
上
所
業
務
と
外
国
交
易
に
お
い
て

新
潟
役
人
の
支
配
を
受
け
て
い
な
い
。
新
潟
役
人
は
水
原
と
い
う
小
さ
な
内
陸
の

地
の
役
人
に
従
属
し
て
い
る
。
新
潟
役
人
の
権
限
が
無
い
状
態
が
続
く
な
ら
ば
、

我
が
国
の
領
事
は
役
人
に
掛
け
合
う
際
、
水
原
県
へ
出
張
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
前
述
し
た
よ
う
な
不
都
合
は
水
原
よ
り
生
じ
て
い
る
。
水
原
へ
米
を
買
い
求

め
よ
う
と
向
か
っ
た
新
潟
の
商
人
数
名
が
、水
原
の
役
人
に
捕
え
ら
れ
た
と
い
う
。
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ま
た
、
米
を
積
込
ん
だ
船
が
新
潟
か
ら
他
地
域
へ
輸
送
で
き
な
い
よ
う
に
、
信
濃

川
と
阿
賀
野
川
と
の
往
来
を
制
限
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
貴
政
府
に
は
こ
の
よ
う

な
不
都
合
に
つ
い
て
、
然
る
べ
き
処
置
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

こ
こ
で
パ
ー
ク
ス
は
水
原
役
人
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
当
該
期
の
越
後
地

域
は
、
越
後
府
と
新
潟
県
が
合
併
し
て
「
水
原
県
」
と
な
り
、
県
庁
は
水
原
町
に

置
か
れ
て
い
た)23

(

。
政
府
よ
り
派
遣
さ
れ
た
水
原
役
人
に
よ
る
交
易
の
統
制
に
対
し

て
、
パ
ー
ク
ス
は
在
地
商
人
や
外
国
商
人
の
交
易
を
妨
げ
る
と
し
て
外
務
省
に
申

し
立
て
て
い
る
。
パ
ー
ク
ス
の
こ
の
よ
う
な
水
原
役
人
へ
の
批
判
は
、
ト
ゥ
ル
ー

プ
か
ら
の
報
告
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
パ
ー
ク
ス
は
同
年
一
〇
月
一
四
日
（
一
一
月
一
七
日
）、
次
の
よ
う
に

澤
外
務
卿
に
書
簡
を
送
り
、
越
後
国
内
の
情
勢
や
日
本
政
府
の
対
応
を
批
判
し
て

い
る
。米

輸
出
之
儀
ニ
付
、
新
潟
県
役
人
之
行
状
再
応
致
訴
訟
候
ハ
気
之
毒
之
至
ニ

存
候
得
共
、
開
港
場
ゟ
開
港
場
ま
て
米
回
漕
之
義
、
昨
年
中
各
国
公
使
と
貴

政
府
取
極
候
条
約
面
ニ
強
而
基
き
不
申
、
右
交
易
之
事
差
留
候
事
ニ
御
座
候
、

同
人
之
申
趣
越
後
国
中
ニ
而
出
来
之
米
穀
ハ
同
国
中
ニ
而
足
候
や
、
又
ハ
不
足

ニ
候
や
、
相
調
度
旨
ニ
候
共
、
各
国
公
使
ゟ
取
極
候
条
約
に
乖
キ
候
程
之
訳
ニ

ハ
無
之
候
、
如
何
と
な
れ
ハ
米
穀
不
足
難
渋
之
節
ニ
臨
候
ハ
ヽ
二
ヶ
月
前
ゟ

差
留
候
様
右
条
約
書
ニ
掲
示
有
之
候
、
併
拙
者
聞
及
候
ニ
ハ
、
右
之
申
立
ハ

実
説
ニ
者
無
之
、
本
来
者
米
穀
交
易
之
義
者
、
自
分
而
已
掌
握
い
た
し
一
箇
之

儲
け
を
目
的
ニ
致
候
ニ
付
、
外
国
人
江
米
輸
出
之
儀
禁
止
と
偽
り
候
而
、
自
力

を
以
外
国
船
数
艘
相
雇
米
穀
を
積
込
、
箱
館
ま
て
回
漕
之
上
、
同
港
ニ
而
売

捌
大
利
を
得
候
積
ニ
而
、
或
外
国
船
与
申
合
候
事
有
之
候
、
右
様
之
所
処
政

府
之
役
人
ニ
於
而
者
不
行
跡
之
事
与
存
候
、
然
而
新
潟
県
附
属
之
役
人
昨
年
拙

者
幷

各
国
公
使
貴
政
府
与
取
極
候
条
約
面
を
不
反
省
事
者
難
致
承
諾
候)24

(

前
述
し
た
よ
う
に
、
越
後
国
の
米
穀
の
収
穫
高
を
調
査
中
と
の
理
由
に
よ
り
津

留
令
を
出
し
た
と
す
る
水
野
の
説
明
に
対
し
、
パ
ー
ク
ス
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
越
後
国
内
の
米
穀
が
足
り
る
か
否
か
を
調
べ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
各
国

公
使
と
の
条
約
に
背
く
程
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
聞

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
米
不
足
の
申
立
は
事
実
で
は
な
い
と
い
う
。
外
国
人
に
米
穀

輸
送
禁
止
と
偽
り
な
が
ら
、（
越
後
国
内
の
者
が
）
自
力
で
船
を
雇
っ
て
米
を
積
み

込
み
箱
館
に
回
漕
し
、
そ
こ
で
大
利
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
ら
し
い
。
外
国
船
と

そ
の
よ
う
に
申
し
合
わ
せ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
貴
政
府
の
役

人
の
不
行
跡
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。
以
上
の
よ
う
な
情
報
は
、
ト
ゥ
ル
ー
プ
に

よ
り
パ
ー
ク
ス
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
パ
ー
ク
ス
は
箱
館
へ
の

米
穀
輸
送
に
つ
い
て
述
べ
、
役
人
の
取
締
り
の
不
備
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
当
該
津
留
令
が
、
藩
に
よ
る
公
的
な
輸
送
を
完
全
に
差
し
止
め
る
内
容

で
は
な
い
こ
と
が
外
国
側
に
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
二
年
六
月
に
布
告
さ
れ
た
津
留
令
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
・

領
事
を
は
じ
め
諸
外
国
か
ら
の
反
発
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
外
国
側
が
津
留
の

交
易
へ
の
影
響
を
指
摘
し
、
水
原
役
人
を
批
判
す
る
一
方
で
、
新
潟
在
勤
役
人
で

あ
る
水
野
は
、
米
不
足
に
苦
し
む
地
域
の
実
情
を
訴
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
米
価
高
騰
を
恐
れ
る
新
潟
町
民
衆
が
不
穏
な
動

き
を
見
せ
て
い
た
。



－ 165 －

明治初期新潟港における救荒政策と交易（近藤）

明
治
二
年
一
〇
月
、
新
潟
町
の
民
衆
が
外
国
人
を
襲
撃
す
る
と
の
噂
が
、
ト
ゥ

ル
ー
プ
の
耳
に
届
い
て
い
た
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
ト
ゥ
ル
ー
プ
が
一
〇
月
二
一

日
（
一
一
月
二
四
日
）
に
記
し
た
書
簡
（
宛
名
欠
）
で
あ
る
。

当
市
街
下
賤
之
も
の
共
今
夜
外
国
居
留
人
を
襲
ひ
、
其
家
屋
を
焼
ん
と
の
風

聞
紛
し
た
り
、
足
下
此
事
既
ニ
承
知
せ
ん
事
と
雖
と
も
、
右
を
防
き
当
地
居

留
之
英
人
仏
人
を
守
護
す
る
た
め
当
市
街
の
守
兵
及
ひ
取
締
之
も
の
を
用
意

す
へ
き
を
足
下
ニ
報
告
す
、
市
街
中
の
張
紙
を
い
ま
た
其
儘
差
置
事
を
聞
き

余
ニ
お
ゐ
て
歎
息
す
、
右
者
国
民
を
集
る
た
め
な
る
へ
し)25

(

「
当
市
街
下
賤
之
も
の
共
」
が
、
今
晩
外
国
人
居
留
民
を
襲
い
、
家
屋
を
焼
こ

う
と
し
て
い
る
と
の
噂
が
あ
り
、
外
国
人
の
警
備
の
た
め
に
守
兵
や
取
締
の
者
を

用
意
す
べ
き
で
あ
る
、
と
ト
ゥ
ル
ー
プ
は
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
潟
町
中

に
、「
国
民
を
集
め
る
た
め
」
の
張
紙
が
貼
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。

こ
の
外
国
人
襲
撃
一
件
に
関
し
て
、翌
日
の
一
〇
月
二
二
日（
一
一
月
二
五
日
）、

水
野
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

我
国
下
賤
之
も
の
党
与
い
た
し
外
国
人
を
襲
ふ
事
、
右
ニ
付
所
々
ニ
張
紙
い

た
し
且
此
一
件
ニ
付
取
締
を
附
る
事
ニ
付
被
申
越
候
、
第
廿
九
号
之
書
簡
落

手
い
た
し
候
、
御
承
知
之
通
当
地
は
偏
鄙
ニ
而
、
国
民
外
国
の
情
態
ニ
暗
く

無
主
意
ニ
外
国
人
を
嫌
ひ
昨
今
徒
党
い
た
し
騒
動
起
候
様
相
見
へ
候
間
、
鎮

撫
方
之
も
の
へ
厳
命
を
下
し
置
申
候
、
其
外
素
よ
り
外
国
臣
民
を
守
護
い
た

し
徒
党
之
も
の
を
所
押
候
取
置
可
致
候)26

(

新
潟
町
の
い
た
る
所
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
張
紙
の
件
に
つ
い
て
ふ
れ
た
上
で
、

水
野
は
、
当
地
は
辺
鄙
な
場
所
で
あ
る
故
、
新
潟
の
民
衆
は
外
国
の
事
情
に
疎
い

た
め
、
外
国
人
を
嫌
っ
て
徒
党
を
組
む
者
が
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
当
該
期
の

新
潟
町
民
衆
に
よ
る
、
外
国
人
襲
撃
や
打
ち
こ
わ
し
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
次
の

表
１
・
２
を
参
照
さ
れ
た
い
。

表
１
・
２
に
記
し
た
よ
う
に
、
明
治
二
年
一
〇
月
の
騒
動
は
、
新
発
田
藩
が
外

国
船
を
雇
っ
て
米
を
箱
館
へ
回
漕
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
。
民
衆
感
情

の
矛
先
は
、
新
潟
港
に
お
け
る
貿
易
を
独
占
す
る
と
の
噂
か
ら
、
新
潟
居
留
外
国

人
に
向
け
ら
れ
、
更
に
は
米
穀
輸
送
に
関
係
し
た
と
み
ら
れ
る
新
発
田
藩
士
に
も

及
ん
だ
。
ト
ゥ
ル
ー
プ
の
要
請
に
よ
り
、
新
発
田
藩
の
戍
兵
が
新
潟
町
に
派
遣
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
外
国
人
の
居
宅
が
襲
撃
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、外
国
船
に
米
を
積
込
む
際
に
は
、民
衆
が
艀
船
に
向
か
っ

て
石
を
投
げ
る
な
ど
の
行
為
に
及
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ト
ゥ
ル
ー
プ
は
パ
ー

ク
ス
宛
て
書
簡
（
表
2
）
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
民
衆
の
動
き
が
居
留
外
国
人
の

安
全
を
脅
か
し
、
新
潟
の
交
易
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
期
の
東
北
地
方
で
は
、
米
価
が
明
治
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
三

倍
に
高
騰
し
て
お
り)27

(

、
こ
の
よ
う
な
在
地
の
状
況
や
外
国
人
の
交
易
参
入
を
受
け

た
新
潟
町
民
衆
の
不
安
が
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
新
発
田

藩
戍
兵
の
市
中
警
備
に
よ
り
騒
動
は
沈
静
化
し
た
が
、
こ
の
一
連
の
騒
動
か
ら
、

開
港
場
新
潟
に
お
け
る
交
易
と
民
衆
感
情
と
の
間
に
生
じ
た
不
和
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
新
潟
町
民
衆
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
ト
ゥ
ル
ー
プ
や
パ
ー
ク
ス

も
懸
念
し
て
お
り
、
次
章
で
述
べ
る
津
留
令
解
除
へ
の
動
き
に
も
影
響
を
与
え
た
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【表１】水野から外務省宛書簡（明治２年11月19日付）

年 月 日 内容

明治2年 10月 某日

箱館県への救助米として2万俵、並びに新発田藩が同県より依頼された2万俵
を輸送する件について、外国人が米穀を買い占めようとしているとの風説が
巷に広がり、米価が高騰するとの憶測が広がった。「兇奸之徒」が細民を煽
動したのか、市民が騒然となったため、すぐにこれを鎮めたので、さしたる
事も起こらなかったが、取締りのため戍兵の巡邏などを配置した。

21日

蒸気船オーシャンクイーン船へ、スイス商人のハークルが運送米を箱館に回
漕するため、3、4千俵を積込むとのことを聞き、民衆が再び騒然となった。
同日夜、寺院へ民衆が集まり、梵鐘を撞き鳴らした。また、米を本船に積み
送る艀船に向かって、小石などを投げつけたので、速かに捕らえ取締まるた
めに新発田藩の戍兵を出張させたところ、民衆はたちまち退散した。民衆
は、米屋などの家宅をうちこわすのではなく、外国人の居館を襲うとの風聞
などがとりとめなく広まった。

22日

夜、民衆がある一件の質屋の障子戸などを打ちこわし、21日のような所業に
及んだ。これは、米穀輸送の件に関して、窮民が騒ぎ立てたこの機会に乗
じ、私怨を晴らそうとした5、6人の仕業であるが、これもまた、米穀一件に
関係した窮民一同の仕業であると、誤った巷話が広まっている。
この一件について、探索の者を各所へ派遣し取調を行ったが、これといった
主犯の者がおらず、一両日にして跡形もなく立ち去り、騒ぎ立てるような雰
囲気もほどなくして消散した。元来、（新潟町の民衆は）頑迷固陋な気質が
あり、ややもすれば嘘の情報を伝えて安逸を求めようとする実情がある。兎
角、米穀輸送の件については、このような数々の挙動が見られた。

『新潟市史　資料編５近代Ⅰ』（新潟市、1990年）240-241頁より作成。

【表２】トゥループからパークス宛書簡（明治２年10月26日付）

年 月 日 内容

明治2年 10月 23日
60人位の大勢の群衆が、合図を決めて外国人家屋を襲い、焼き捨てる計画を立て、
市中の寺院で集会を行った。 しかし、 集まった人数が少なかったため、 この計画
は翌日の晩に延期となった。

24日

外国人が居住する家屋の近隣住民は、 襲撃する人々が来るのを恐れ、 荷物をま
とめて立ち退いた。
同日、 市中の所々に張り札が建てられた。 この張り札には、 15歳から60歳の人々
に対し、 それぞれの場所で集会を行い、 外国人の米積出しを差留める手段を協
議すべし、 と書かれている。
外国人を嫌い、 家屋を焼こうとする人々は、 外国人と関わりのある日本人の命をも
狙っている、と水野から聞いている。新発田藩の人々のいる寺院も襲うつもりである。
同日の夜中、 凡そ50人程の民衆が覆面で市中のある場所に集まっていると聞く。
この民衆は新発田藩の人々を襲うため、 市中を徘徊するという。 民衆の中には、
川向の沼垂町から来ている者もいたと、 後に水野より聞いた。
集まった民衆は、 10人または12人程で質屋に入り、 塀を破り帳面を裂いて道路に
投げ捨て、金銀を奪い取ったという。 この乱暴人のうち、捕縛された者もいたという。

25日

長州の兵は水原に向かう途中、 当市街 （新潟町） に到着した。 この時には徒党
の者たちも鎮静されていた。
一日余り遅れて、 オーシャンクイーン船に残らず積込むことになり、 同日朝までに
積入れて蒸気船は退帆した。 家屋を立ち退いていた新潟町の住民は追々戻って
来ている。
徒党の者は、 その大概が水夫人足か下賤の者である。 新潟港を今月鎖港し、 外
国人は残らず引き払うという噂が民衆に広まっている。 水野は、 このような徒党の
者たちが外国人居留民を襲うとは思えないと私に言っており、 私もその説に同意す
る。 しかし、 今回の一件については、 当地の外国人を襲うと思わざるを得ない。 こ
のような事が再三に及ぶ場合は、 人々を動揺させるのみならず、 貿易は行われな
くなり、 外国人居留民の命に関わる程の暴行事件が起こるであろう。 もし新潟が外
国貿易の盛んな場所となるならば、 この場所に 「威権ある政府」 を置くことが肝要
である。 充分な制度をつくり、徒党の者共を鎮撫するために2、3百人の守兵を置き、
且つ港内の不足を補うための処置を施すために、 権威ある鎮台及び士官を命ずる
べきである。 たとえ新潟港がこれまでの姿であっても、 開港場として貿易が行われ
ている以上は、 今回の一件は日本政府の処置に関わることである。

『新潟市史　資料編５近代Ⅰ』（新潟市、1990年）238-240頁より作成。
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と
考
え
ら
れ
る
。

三　
「
津
留
」
令
解
除
と
政
策
決
定
過
程

本
章
で
は
、
水
原
・
新
潟
在
勤
役
人
や
外
務
省
の
書
簡
の
内
容
を
検
討
し
、
津

留
令
が
解
除
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
追
っ
て
い
く
。

一
・
二
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
津
留
令
に
対
し
て
外
国
か
ら
の
批
判
を
受
け

る
中
、
水
野
は
明
治
二
年
一
〇
月
一
五
日
（
一
八
六
九
年
一
一
月
一
八
日
）、
外
務

省
に
対
し
て
次
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

先
般
水
原
県
お
ゐ
て
、
当
国
内
在
米
之
多
寡
取
調
中
官
許
之
外
米
出
津
さ
し

留
置
候
処
、
外
国
人
ゟ
紛
紜
故
障
申
出
、
右
弁
解
之
た
め
応
接
書
簡
等
数
十

回
に
お
よ
ひ
、
此
程
水
原
県
及
談
判
従
前
之
通
出
津
候
事
ニ
相
成
候
処
、
外

国
人
共
ゟ
神
奈
川
長
崎
箱
館
等
江
米
輸
出
之
義
競
而
申
立
候
ニ
付
、
古
条
約

中
米
麦
禁
止
之
廉
独
逸
条
約
八
則
等
斟
酌
勘
弁
之
上
御
国
人
之
た
め
運
賃
積

又
者
乗
組
人
自
用
之
た
め
積
入
候
者
格
別
外
国
人
買
受
積
荷
与
し
て
輸
出
致

シ
候
義
者
不
相
成
段
再
応
及
議
論
候
得
共
、
一
向
承
伏
不
致
、
…
…
（
中
略
）

…
…
抑
当
国
之
義
者
俗
に
米
国
与
唱
へ
全
国
之
大
産
ヲ
一
種
に
止
り
随
而
戸

数
人
口
他
国
ニ
倍
シ
候
処
、
外
国
人
之
輸
出
よ
り
し
て
俄
然
米
価
沸
騰
人
々

正
路
を
失
ひ
候
者
顕
然
に
候
得
共
、
強
而
輸
送
を
止
め
候
者
勢
ひ
被
行
間
敷

候
間
、
自
今
相
当
之
税
銀
取
立
他
之
開
港
場
江
見
届
之
も
の
為
乗
組
候
歟
、

但
し
者
右
米
之
一
則
ニ
付
聢
与
取
締
可
相
立
趣
意
可
有
之
歟
、
御
案
内
之
通
、

当
港
者
穀
物
大
関
係
之
土
地
柄
ニ
付
、
彼
我
同
一
之
取
扱
不
相
成
候
而
者
人
民

之
疑
惑
動
揺
反
対
も
難
差
置
義
ニ
付
、
前
件
篤
与
評
議
之
上
、
昨
年
独
逸
条

約
御
取
結
之
御
応
接
向
等
御
考
究
之
上
、
向
来
取
締
之
方
法
御
熟
考
各
国
公

使
異
見
も
御
尋
之
上
、
否
早
々
御
報
被
下
候
様
い
た
し
度
此
段
申
進
候
也)28

(

水
野
の
主
張
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
官
許
を
得
な
い
米
穀
輸
送
を
禁

止
し
た
と
こ
ろ
、
外
国
人
か
ら
支
障
が
あ
る
と
の
申
立
が
あ
っ
た
。
そ
の
弁
明
の

た
め
、
応
接
書
簡
を
数
十
回
取
り
交
わ
し
、
そ
の
結
果
、
従
前
の
通
り
出
津
（
移

出
解
禁
）
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
る
と
外
国
人
た
ち
が
、
神
奈
川
・
長
崎
・
箱

館
な
ど
へ
の
米
穀
輸
送
を
競
っ
て
申
し
立
て
た
。
そ
こ
で
、
日
独
条
約
は
乗
組
人

ま
た
は
旅
客
の
自
用
品
と
し
て
の
米
穀
買
入
れ
の
み
を
許
可
し
た
も
の
で
あ
り
、

外
国
人
が
買
受
け
て
輸
送
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
再
度
議
論
し
た
の
だ
が
、

一
向
に
納
得
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
越
後
国
は
俗
に
「
米
国
」
と
呼
ば
れ
、
戸

数
や
人
口
が
他
地
域
よ
り
も
多
い
た
め
、
外
国
人
に
よ
る
米
穀
輸
送
に
よ
っ
て
米

価
が
高
騰
す
る
と
、
人
々
は
正
路
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
強
制

的
に
輸
送
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
相
当
の
税
を
取
り
立
て
て
開
港
場

ま
で
見
届
け
る
者
を
船
に
乗
り
込
ま
せ
る
か
、
日
独
条
約
に
基
づ
い
て
確
実
に
取

締
ま
る
よ
う
に
す
る
か
。
前
に
述
べ
た
と
お
り
、
当
港
は
「
穀
物
大
関
係
」
の
土

地
で
あ
る
の
で
、（
日
本
人
と
外
国
人
を
）
同
一
の
扱
い
に
し
な
く
て
は
、
人
民
の

疑
惑
や
動
揺
を
止
め
る
こ
と
が
難
し
い
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
よ
く
評
議
の
上
、

昨
年
ド
イ
ツ
と
条
約
を
取
り
決
め
た
際
の
応
接
向
き
な
ど
を
よ
く
考
究
し
、
こ
れ

か
ら
の
取
締
ま
り
方
法
を
熟
考
し
、
各
国
公
使
の
意
見
を
伺
っ
た
上
で
、
す
ぐ
に

お
知
ら
せ
頂
き
た
い
。

こ
こ
で
水
野
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
津
留
令
の
布
告
後
、
米
を
他
港
へ
輸
送
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し
よ
う
と
す
る
外
国
商
人
か
ら
の
申
立
て
や
反
発
が
相
次
い
だ
。
当
該
期
の
外
国

交
易
に
つ
い
て
は
、西
田
泰
民
氏
が
オ
ラ
ン
ダ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
史
料
よ
り
、

商
人
兼
ド
イ
ツ
領
事
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（Richard W

eber

）
よ
り

横
浜
貿
易
会
社
横
浜
代
理
店
長
兼
オ
ラ
ン
ダ
領
事
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
タ
ッ
ク

（V
an der T

ak
）
に
宛
て
た
書
簡
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る）
29
（

。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の

書
簡
に
よ
る
と
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
タ
ッ
ク
は
新
潟
・
佐
渡
の
米
を
横
浜
へ
回
漕

す
る
た
め
に
帆
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
差
し
向
け
た
と
い
う
。ま
た
ウ
ェ
ー
バ
ー
も
、

米
輸
送
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
新
潟
町
周
辺
の
商
人
に
米
買

付
け
の
交
渉
を
し
た
と
い
う
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
米
の
積
込
み
や
輸
送
に
際
し

て
新
潟
役
人
か
ら
の
許
可
を
得
る
の
に
手
間
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

水
野
の
述
べ
て
い
る
「
出
津
」
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
ト
ゥ
ル
ー
プ
か
ら
パ
ー

ク
ス
へ
宛
て
た
明
治
二
年
一
二
月
二
四
日
（
一
八
七
〇
年
一
月
二
五
日
）
付
の
報

告
に
そ
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
報
告
に
よ
る
と
、
米
積
出
騒
動
が
起
こ
っ
た
同
年

一
〇
月
頃
に
は
、
外
国
商
人
に
よ
る
開
港
場
間
で
の
米
輸
送
を
許
可
す
る
布
達
が

あ
っ
た
と
い
う）
30
（

。
米
輸
送
解
禁
後
、
水
野
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
外
国
商
人
に

よ
る
米
穀
輸
送
の
申
立
て
が
相
次
ぎ
、
水
野
ら
新
潟
在
勤
役
人
は
そ
の
折
衝
に
苦

慮
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
〇
月
に
一
度
解
除
さ
れ
た
津
留
令

で
あ
っ
た
が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
同
年
一
二
月
に
至
り
、
再
び
津
留
の
実
施

が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

越
後
国
連
年
凶
荒
民
食
不
足
ニ
付
、
今
よ
り
二
ヶ
月
之
後
当
港
出
穀
塞
津
之

儀
各
公
使
江
申
込
候
ニ
付
、
外
国
人
引
合
米
之
口
々
早
々
埒
明
候
様
、
別
紙

写
之
通
水
原
県
ゟ
出
京
之
名
和
大
参
事
よ
り
申
越
候
由
ニ
而
達
有
之
候
、
然

ル
処
右
達
面
者
御
国
人
ハ
津
留
ニ
無
之
、
外
国
人
運
送
而
已
差
止
候
段
口
達
有

之
、
彼
我
取
扱
同
一
な
ら
す
意
味
徹
底
い
た
し
兼
、
一
体
津
留
之
儀
者
独
逸

条
約
中
明
掲
之
ヶ
条
有
之
、
事
実
無
拠
事
故
あ
り
て
禁
津
候
次
第
ニ
候
ハ
ヽ
、

其
訳
各
国
公
使
江
聢
与
御
談
判
済
之
廉
承
知
不
致
候
而
者
、
此
地
在
留
岡
士
江

も
相
達
か
た
し
儀
ニ
付
、
其
趣
を
以
同
県
江
及
引
合
布
告
等
見
合
置
申
候
、

前
書
津
留
之
儀
愈
御
確
定
候
ハ
ヽ
改
而
早
々
御
達
有
之
候
様
い
た
し
度）
31
（

こ
れ
は
、
一
二
月
一
五
日
（
一
八
七
〇
年
一
月
一
六
日
）
に
水
野
か
ら
外
務
省

に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
。水
野
の
述
べ
て
い
る
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

新
潟
県
大
参
事
の
名
和
道
一
か
ら
、
こ
れ
よ
り
二
か
月
後
に
改
め
て
津
留
を
実
施

す
る
旨
を
各
国
公
使
に
申
し
入
れ
た
い
と
の
希
望
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
名
和
大

参
事
に
よ
る
と
、
二
ヶ
月
後
に
行
う
津
留
は
日
本
人
に
対
す
る
規
制
で
は
な
く
、

外
国
人
に
よ
る
運
送
の
み
差
し
止
め
る
内
容
で
あ
る
と
い
い
、
こ
れ
で
は
日
本
人

と
外
国
人
の
扱
い
が
同
一
で
な
い
。
津
留
令
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
と
の
条
約
に

明
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
「
禁
津
」

し
て
も
よ
い
と
の
次
第
で
あ
る
。
津
留
を
行
う
理
由
に
つ
い
て
各
国
公
使
に
よ
く

談
判
し
、
そ
れ
で
も
承
知
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
新
潟
に
在
留
す
る
領

事
に
も
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
そ
の
旨
を
水
原
県
に
伝
え
、
布
告
に
つ

い
て
は
見
合
わ
せ
て
頂
き
た
い
。
こ
の
津
留
に
つ
い
て
は
、
確
定
し
た
段
階
で
改

め
て
御
通
達
頂
き
た
い
。

二
ヶ
月
後
に
改
め
て
津
留
を
実
施
す
る
旨
は
、
同
日
中
に
外
務
省
よ
り
パ
ー
ク

ス
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
パ
ー
ク
ス
は
、
明
治
三
年
一
月
六
日
付
の
返
信

の
中
で
、
二
か
月
前
に
布
告
し
た
上
で
の
津
留
実
施
に
つ
い
て
承
諾
す
る
と
し
て
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い
る）
32
（

。
そ
の
上
で
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
津
留
を
解
除
す
る
べ
き
で
あ

り
、
ま
た
津
留
は
日
本
人
と
外
国
人
の
差
別
な
く
行
う
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
と

主
張
し
て
い
る
。
津
留
令
に
対
す
る
パ
ー
ク
ス
の
主
張
は
一
貫
し
て
、
自
由
貿
易

の
原
則
に
基
づ
い
て
外
国
人
が
交
易
を
行
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
趣
旨
で

あ
り
、
今
回
の
津
留
実
施
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
満
た
し
た
と
み
な
し
承
諾
し
た
と

い
え
る
。
パ
ー
ク
ス
の
他
各
国
公
使
も
、
同
様
に
今
回
の
津
留
実
施
を
承
諾
し
て

い
る）
33
（

。実
に
官
許
貢
米
と
い
へ
と
も
、
出
津
難
相
成
候
而
者
目
前
之
困
難
不
少
、
既

に
此
程
北
海
道
開
拓
使
よ
り
米
苞
一
万
ほ
と
是
非
共
回
漕
い
た
し
度
旨
申

来
、
聞
く
処
彼
地
移
住
人
民
之
救
助
に
差
支
候
者
事
実
相
違
も
無
之
候）
34
（

こ
れ
は
、
明
治
三
年
一
月
二
五
日
（
一
八
七
〇
年
二
月
二
五
日
）、
水
原
県
大
参

事
の
本
野
盛
亨
ら
よ
り
外
務
省
大
少
丞
へ
宛
て
ら
れ
た
書
簡
の
内
容
で
あ
る
。
実

施
さ
れ
る
予
定
の
津
留
に
つ
い
て
、年
貢
米
に
関
す
る
次
の
点
を
憂
慮
し
て
い
る
。

官
許
の
年
貢
米
と
い
え
ど
も
、
出
津
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
生
じ
る
不
都
合
は
少

な
く
な
い
。
既
に
北
海
道
開
拓
使
よ
り
、
米
を
一
万
俵
ほ
ど
回
漕
し
て
ほ
し
い
と

の
旨
を
聞
い
て
お
り
、（
年
貢
米
の
津
留
を
行
え
ば
）
人
々
へ
の
救
助
に
差
支
え
が

出
て
し
ま
う
と
い
う
。

そ
の
後
、
三
月
末
よ
り
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
津
留
令
は
、
そ
の
布
告

文
よ
り
「
官
許
ノ
外
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
、「
内
外
公
私
ノ
別
」
な
く
行
う

こ
と
と
さ
れ
た）
35
（

。
次
の
史
料
に
も
あ
る
よ
う
に
、
津
留
の
実
施
に
お
い
て
、
公
的

な
年
貢
米
と
そ
の
他
の
売
買
を
目
的
と
し
た
米
の
扱
い
が
論
点
の
一
つ
と
な
っ
て

い
た
。

米
輸
出
禁
止
之
義
ニ
付
云
々
御
申
越
承
知
致
候
、
右
者
先
達
而
各
国
公
使
江
差

遣
候
書
簡
返
事
追
々
差
越
候
処
、
大
同
小
異
者
有
之
候
得
共
、
何
レ
も
英
公

使
同
様
之
返
事
ニ
而
、
官
許
之
外
差
止
申
度
与
之
儀
ハ
断
然
被
行
不
申
、
既
ニ

独
乙
条
約
第
八
則
之
儀
も
有
之
、
此
上
彼
是
討
論
お
よ
ひ
候
詞
物
も
無
之
候

間
、
一
応
之
書
簡
往
答
ニ
而
別
段
引
合
ニ
お
よ
ひ
不
申
、
尤
貢
米
之
儀
ハ
素
ゟ

売
米
与
ハ
違
ひ
前
書
之
条
約
面
ニ
拘
り
不
申
候
間
、
差
支
候
筋
有
之
間
敷
与
改

候
、
何
等
不
都
合
之
儀
相
生
候
儀
ニ
て
、
御
申
越
次
第
各
国
公
使
江
可
及
談

判
候
、
且
又
無
余
儀
次
第
柄
等
有
之
市
中
売
米
を
商
社
会
所
等
ニ
而
買
集
、

貢
米
抔
之
名
目
を
唱
出
津
候
様
之
義
有
之
候
而
者
、
我
譎
詐
彼
必
発
覚
イ
タ

シ
終
ニ
信
義
不
貫
真
之
貢
米
輸
出
ニ
も
差
響
候
間
、
其
辺
ハ
厳
重
取
締
相
立

候
様
御
取
計
有
之
度
、
御
報
旁
此
段
可
得
御
意
如
此
御
座
候）
36
（

こ
れ
は
、
二
月
一
〇
日
（
三
月
一
一
日
）
に
外
務
大
少
丞
よ
り
新
潟
局
へ
宛
て

ら
れ
た
書
簡
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
津
留
実
施
に
対
す
る
各

国
公
使
か
ら
の
返
事
は
、「
大
同
小
異
」
は
あ
れ
ど
英
国
公
使
と
同
様
で
あ
り
、「
官

許
之
外
差
止
申
度
」
と
の
津
留
令
の
内
容
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
も
っ
と
も

年
貢
米
に
つ
い
て
は
、「
売
米
」
と
は
異
な
り
日
独
条
約
の
第
八
則
に
は
該
当
し

な
い
の
で
、（
そ
の
輸
送
に
は
）
差
し
支
え
な
い
。
し
か
し
、市
中
の
売
米
を
集
め
、

年
貢
米
と
称
し
て
出
津
す
る
な
ど
の
不
正
が
発
覚
す
れ
ば
、
正
規
の
年
貢
米
輸
送

に
も
差
し
支
え
る
の
で
、
そ
の
辺
り
は
厳
重
に
取
り
締
ま
る
よ
う
に
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
側
は
、
条
約
に
基
づ
い
て
規
制
の
対

象
と
な
る
の
は
、
年
貢
米
と
偽
っ
て
輸
送
さ
れ
る
、
売
買
を
目
的
と
し
た
米
（
売

米
）
で
あ
り
、年
貢
米
輸
送
に
つ
い
て
は
そ
の
範
疇
に
な
い
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
二
月
二
七
日
（
三
月
二
八
日
）、
水
野
や
水
原
県
知
事
の
三
条
西
公
允

ら
よ
り
外
務
省
に
宛
て
て
、年
貢
米
輸
送
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
申
立
が
あ
っ
た
。

越
後
国
米
苞
輸
出
之
儀
ニ
付
、
同
府
以
来
人
民
米
価
騰
貴
之
廉
ヲ
以
苦
情
申

立
、
一
時
取
調
之
筋
有
之
濫
出
無
之
様
総
テ
輸
出
印
鑑
相
渡
置
候
処
、
外
国

人
ヨ
リ
彼
是
差
障
申
立
、
終
ニ
右
等
之
取
締
モ
不
行
届
、
然
ル
ニ
旧
幕
府
之

砌
、
新
潟
港
ニ
お
ゐ
て
置
米
ト
称
シ
百
俵
ニ
弐
拾
俵
宛
米
価
騰
貴
之
節
々
於

于
下
取
立
来
候
処
、
誠
ニ
過
当
之
筋
ニ
有
之
難
聞
届
、
雖
然
従
来
米
穀
ノ
ミ

輸
出
之
国
柄
ニ
付
、
一
時
海
内
平
均
ト
相
成
候
而
ハ
人
情
モ
不
穏
次
第
ニ
付
、

緩
出
府
之
節
右
置
米
之
儀
ハ
被
廃
、
更
ニ
輸
出
米
ニ
付
壱
割
宛
ノ
増
税
被
取

立
候
得
者
、
全
国
ノ
窮
民
自
分
壱
割
之
安
米
ヲ
食
シ
候
道
理
ニ
相
当
可
申
段

伺
出
、
既
ニ
御
会
議
ニ
モ
相
成
候
得
共
、
終
ニ
御
採
用
不
相
成
、
其
末
外
国
人

輸
出
之
儀
自
今
二
ヶ
月
後
被
相
禁
候
御
決
議
ニ
相
成
、
官
許
之
外
彼
我
共
絶

禁
之
御
応
接
ニ
相
成
候
次
第
承
り
候
、
然
処
当
節
新
斥
在
留
各
国
岡
士
幷

御

省
ゟ
之
公
使
返
翰
ヲ
以
照
考
候
得
者
、
官
許
有
無
ニ
不
拘
一
切
総
禁
之
趣
ニ
有

之
、
就
而
者
租
税
廻
米
辻
北
海
困
難
之
波
濤
上
時
節
向
有
之
儀
ニ
付
、
前
日
ニ

探
合
候
事
モ
不
相
叶
、
又
彼
是
故
障
有
之
日
限
延
引
候
而
ハ
、
運
漕
六
ヶ
敷

相
成
進
退
不
可
為
奈
次
第
立
至
り
可
申
ニ
付
、
過
日
第
二
号
之
書
状
ヲ
以
各

国
公
使
返
翰
幷

自
後
御
応
接
振
御
省
江
及
御
問
合
候
処
、
即
チ
御
報
書
貢
米

之
儀
ハ
素
ヨ
リ
売
米
ト
モ
違
ヒ
、
差
支
無
之
旨
御
達
向
致
承
知
候
、
然
処
元

来
米
穀
運
輸
之
権
彼
我
之
別
ナ
ク
自
由
ニ
有
無
流
通
致
シ
候
儀
勿
論
之
処
、

北
海
険
難
之
海
面
春
夏
之
交
ト
イ
ヘ
ト
モ
和
様
船
之
運
輸
其
間
多
少
之
費
有

之
、
然
ル
ニ
当
今
之
勢
彼
レ
ニ
艦
ト
財
本
ト
之
両
権
ヲ
掌
握
シ
、
加
ル
ニ
内
地

之
奸
商
其
機
ニ
乗
シ
駆
使
経
営
候
へ
者
我
民
必
用
之
米
価
一
時
ニ
沸
騰
候
事

モ
有
之
、
頑
患
ノ
人
民
朝
夕
苦
情
申
立
候
段
必
然
之
儀
ニ
付
、
一
時
官
許
之

駆
引
ヲ
以
抑
揚
仕
心
得
ニ
候
処
、
今
日
之
姿
ニ
而
ハ
正
貢
米
之
外
貢
米
名
目
ヲ

以
出
津
不
相
成
ニ
付
、
其
辺
厳
重
取
締
可
致
様
ト
ノ
義
ニ
有
之
、
就
テ
ハ
諸

藩
々
ニ
お
ゐ
て
有
余
米
取
揃
方
必
ス
困
却
可
致
哉
、
今
更
適
宜
ノ
取
計
向
ニ

至
り
将
ト
目
的
不
相
立
候
間
、
右
米
苞
輸
出
之
禁
時
宜
次
第
相
解
候
条
此
段

相
伺
候
也）
37
（

水
野
ら
の
申
立
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・　

 

昨
年
民
衆
が
米
価
高
騰
を
危
惧
し
苦
情
を
申
し
立
て
た
た
め
、
米
の
濫
出
を

防
ぐ
た
め
に
輸
送
許
可
の
印
鑑
を
設
け
た
。
す
る
と
、
外
国
人
よ
り
交
易
に

支
障
が
出
る
と
の
申
立
が
あ
り
、結
局
米
穀
輸
送
の
取
締
ま
り
は
「
不
行
届
」

に
終
わ
っ
た
。

・　

 

徳
川
幕
府
の
時
代
に
は
囲
米
（
置
米
）
と
称
さ
れ
る
政
策
を
行
っ
て
お
り
、

百
俵
に
つ
き
二
〇
俵
ず
つ
米
価
高
騰
時
に
取
り
立
て
て
い
た
が
、
取
り
立
て

る
米
の
割
合
が
非
常
に
過
当
で
あ
り
、
現
在
は
そ
の
よ
う
な
囲
米
制
度
は
廃

止
さ
れ
て
い
る
。

・　

 

越
後
国
は
従
来
、
米
穀
の
み
を
移
出
し
て
き
た
国
柄
で
あ
る
の
で
、
米
穀
交

易
が
国
内
に
お
い
て
平
均
的
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
人
々
の
心
情
が

不
穏
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

・　
 

年
貢
米
は
売
買
目
的
の
米
と
は
異
な
る
の
で
そ
の
輸
送
に
差
支
え
は
な
い
、

と
の
旨
の
（
外
務
省
か
ら
の
）
達
に
つ
い
て
は
承
知
し
た
。
し
か
し
、
米
穀

運
輸
権
を
日
本
人
・
外
国
人
の
別
な
く
与
え
、
自
由
に
米
の
回
漕
が
行
わ
れ
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る
よ
う
に
な
る
と
、
和
船
の
運
輸
が
損
害
を
被
り
、
米
穀
の
交
易
を
（
外
国

人
に
）
掌
握
さ
れ
、
ま
た
「
内
地
之
奸
商
」（
国
内
の
悪
徳
商
人
）
が
そ
の
機

会
に
乗
じ
て
商
売
を
行
え
ば
、
在
地
で
必
要
な
米
価
が
高
騰
す
る
の
で
は
な

い
か
、
と
民
衆
か
ら
苦
情
が
来
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

・　

 （
外
務
省
か
ら
の
通
達
に
対
し
て
）「
正
貢
米
」
以
外
の
米
を
、
年
貢
米
の
名

目
で
出
津
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
厳
重
に
取
り
締
ま
る
よ
う
に
、
と
の
こ
と

だ
が
、
年
貢
の
余
剰
米
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、（
余
剰
米
を
払
い
下
げ
る
必
要

が
生
じ
た
際
な
ど
に
）
諸
藩
が
必
ず
困
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
米
穀

津
留
は
時
宜
次
第
解
除
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
水
野
ら
の
書
簡
の
内
容
に
対
す
る
外
務
省
の
三
月
（
日
欠
）
付
の
返
書
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

右
塞
津
之
義
者
一
昨
年
中
越
国
干
戈
之
害
引
続
水
害
ニ
而
、
昨
年
ニ
至
り
候
而

ハ
彙
便
不
船
之
た
め
不
熟
与
相
成
、
民
口
之
食
料
当
秋
迄
取
続
も
出
来
が
た

く
、
依
而
米
苞
積
出
し
之
義
差
留
候
段
民
部
省
へ
打
合
各
国
公
使
へ
申
入
候

義
ニ
而
今
日
ニ
至
り
其
目
的
相
立
民
部
省
ニ
お
ゐ
て
存
寄
り
無
之
上
ハ
条
約
面

ニ
対
し
候
而
も
可
成
丈
速
ニ
開
津
相
成
候
方
と
存
候
間
、
彼
我
同
一
之
御
処

置
ニ
候
得
者
当
省
ニ
而
存
寄
無
之
、
尤
弥
開
津
相
成
候
ハ
ヽ
各
公
使
江
も
申
入

候
間
速
ニ
御
報
知
有
之
度）
38
（

こ
こ
で
外
務
省
側
は
、
条
約
と
の
兼
ね
合
い
の
面
で
も
、
な
る
べ
く
速
や
か
に

「
開
津
」（
移
出
解
禁
）
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
日
本
人
・
外
国
人
同
様
の
処
置
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
当
省
に
異
論
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
各
国
公
使
に
対
し

て
も
、
速
や
か
に
津
留
解
除
の
旨
を
申
し
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、（
詳
細
が
決

ま
り
次
第
）
速
や
か
に
報
告
し
て
ほ
し
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
津
留
解

除
は
同
年
の
四
、五
月
頃
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
際
は
日
本
人
・
外
国

人
と
も
同
一
に
取
り
扱
う
と
さ
れ
た）
39
（

。
新
潟
県
庁
は
三
月
二
五
日
、
民
部
省
か
ら

特
に
意
見
が
な
け
れ
ば
な
る
べ
く
速
や
か
に
移
出
を
解
禁
す
る
よ
う
に
、
と
の
外

務
省
か
ら
の
通
達
に
対
し
、
開
津
の
適
当
な
時
期
が
決
ま
っ
た
際
に
は
、
各
国
公

使
に
掛
け
合
う
必
要
が
あ
る
の
で
な
る
べ
く
早
く
報
告
す
る
、
と
回
答
し
て
い

る
）
40
（

。そ
し
て
同
年
四
月
一
八
日
（
五
月
一
八
日
）、
次
の
内
容
が
本
野
大
参
事
・
三

条
西
知
事
よ
り
各
国
領
事
に
伝
え
ら
れ
た
。

我
客
歳
中
凶
荒
水
害
ニ
而
民
食
不
足
之
故
ヲ
以
、
我
三
月
廿
六
日
後
米
穀
之

輸
出
を
禁
し
置
候
処
、
即
今
麦
熟
之
模
様
ニ
而
ハ
秋
稔
迄
之
取
続
き
差
支
無

之
趣
ニ
付
、
来
ル
廿
五
日
よ
り
右
塞
津
之
禁
を
解
許
候
様
有
之
候
、
此
段
貴

国
臣
民
江
御
触
達
有
之
度
候）
41
（

明
治
三
年
三
月
二
六
日
（
四
月
二
六
日
）
に
改
め
て
津
留
を
実
施
し
た
後
、
四

月
二
五
日
（
五
月
二
五
日
）
よ
り
津
留
を
解
除
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
各
国
に

伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
明
治
二
年
六
月
に
津
留
令
が
布
告
さ
れ
て
以
降
、

外
国
商
人
に
よ
る
輸
送
や
年
貢
米
輸
送
を
め
ぐ
る
問
題
が
発
生
し
、
前
述
し
た
水

野
の
二
月
二
七
日
付
書
簡
に
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
統
制
は
不
行
届
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
同
年
一
二
月
頃
よ
り
、
二
ヶ
月
前
通
達
を
行
っ
た
上
で
、
改
め
て
津
留

を
実
施
が
検
討
さ
れ
、
明
治
三
年
三
月
に
実
施
さ
れ
た
が
、
各
国
の
反
応
や
新
潟

在
勤
役
人
よ
り
伝
え
ら
れ
る
民
衆
の
反
応
を
勘
案
し
、
結
局
同
年
四
月
に
津
留
が

解
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
二
年
六
月
に
布
告
さ
れ
た
津
留
令
に
対
す
る
諸
外
国
の
反
応

や
新
潟
町
民
衆
の
動
向
等
を
受
け
て
、
明
治
三
年
四
月
に
津
留
解
除
に
至
る
ま
で

の
過
程
を
追
っ
て
き
た
。
一
章
で
は
、
明
治
二
年
六
月
に
お
け
る
津
留
令
の
布
告

と
、
そ
れ
に
関
連
し
て
生
じ
た
囲
米
や
売
買
目
的
の
米
穀
輸
送
に
関
す
る
問
題
、

お
よ
び
各
国
と
の
取
極
や
条
約
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
二
章
で
は
、
津
留
令
の
施

行
に
対
す
る
各
国
の
反
発
と
在
地
民
衆
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
。三
章
で
は
、

明
治
二
年
一
〇
月
の
外
国
商
人
へ
の
津
留
解
除
か
ら
、
再
び
津
留
令
の
実
施
が
検

討
さ
れ
、明
治
三
年
に
津
留
解
除
に
至
る
ま
で
の
政
策
決
定
過
程
を
追
っ
て
き
た
。

開
港
場
新
潟
に
お
い
て
津
留
政
策
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
問
題
と
な
っ
た

の
は
外
国
と
の
交
易
で
あ
っ
た
。
当
該
期
の
津
留
令
は
、
そ
も
そ
も
新
潟
町
民
衆

の
苦
情
を
受
け
た
、
水
原
役
人
か
ら
の
申
出
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
救
荒
政
策
で

あ
っ
た
。
特
に
米
穀
の
輸
送
に
つ
い
て
は
、
幕
末
に
新
潟
奉
行
よ
り
津
留
が
数
回

実
施
さ
れ
て
い
る
。
文
久
元
年
六
月
の
新
潟
町
へ
の
触
で
は
、米
穀
に
つ
い
て「
猥

ニ
売
買
不
相
成
品
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
々
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
津
留
措
置
を

行
う
と
し
て
い
る）
42
（

。
つ
ま
り
、
明
治
二
年
の
津
留
は
近
世
期
よ
り
度
々
行
わ
れ
て

き
た
囲
米
等
の
荒
政
を
明
治
政
府
が
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
よ
り
外
国
商

人
に
よ
る
交
易
の
統
制
を
企
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

明
治
期
に
津
留
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
近
世
期
と
の
大
き
な
相
違
点
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
新
潟
が
開
港
場
と
な
っ
た
点
に
あ
る
。
条
約
の
履
行
を
求
め
る

諸
外
国
の
反
応
に
よ
り
、
近
世
期
よ
り
の
越
後
国
諸
藩
に
向
け
た
津
留
政
策
は
、

新
潟
港
が
開
港
場
と
し
て
の
機
能
を
有
し
た
た
め
に
、
そ
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
な
っ
た
。
地
域
政
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
津
留
に
、
外
国
商
人
や
外
国

船
に
よ
る
輸
送
の
問
題
が
絡
ん
だ
こ
と
で
、
当
該
期
の
開
港
場
な
ら
で
は
の
状
況

を
引
き
起
こ
し
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
米
穀
輸
送
に
お
け
る
公
私
の
区
別
に
対
す
る
日
本
側
と
外
国
側
の
認

識
の
相
違
が
、
津
留
政
策
の
貫
徹
を
よ
り
困
難
に
し
て
い
た
。
本
稿
で
述
べ
て
き

た
よ
う
に
、
米
穀
輸
送
に
関
し
て
パ
ー
ク
ス
ら
は
一
貫
し
て
、
日
本
人
と
外
国
人

が
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
交
易
を
行
え
る
よ
う
に
せ
よ
、
と
主
張
し
て
い
る
。
ま

た
、
外
国
側
か
ら
の
書
簡
に
お
い
て
、
公
的
な
年
貢
米
輸
送
と
そ
の
他
の
輸
送
と

の
扱
い
の
違
い
に
関
す
る
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
二
章
で
挙
げ
た
パ
ー
ク
ス
の
書

簡
（
明
治
二
年
九
月
一
四
日
）
に
お
い
て
、
新
発
田
藩
に
よ
る
米
穀
輸
送
の
事
例

を
元
に
政
府
や
役
人
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
津
留
令
が
諸
藩
に
よ
る
公

的
な
輸
送
を
禁
じ
た
政
策
で
は
な
い
と
の
旨
が
、
外
国
側
に
は
正
確
に
伝
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
一
方
、
日
本
の
内
政
に
お
い
て
は
、
諸
藩
に
よ
る

米
穀
輸
送
は
公
的
な
輸
送
と
み
な
さ
れ
、
商
人
等
に
よ
る
輸
送
と
は
異
な
る
扱
い

を
さ
れ
て
き
た
。
当
該
期
は
、
明
治
政
府
が
成
立
し
且
つ
藩
・
県
・
府
が
地
域
に

並
立
す
る
特
異
な
時
期
で
あ
る
。
成
立
後
間
も
な
い
明
治
政
府
に
と
っ
て
、
政
府

の
支
配
が
行
き
届
い
て
い
な
い
諸
藩
に
よ
る
輸
送
に
対
し
、
津
留
令
を
ど
の
よ
う

に
適
用
す
る
か
と
い
う
点
が
慎
重
を
要
す
る
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
津
留
令
の

布
告
か
ら
解
除
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
お
け
る
紆
余
曲
折
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
明
治
二
年
六
月
の
津
留
令
は
、
諸
藩
に
よ
る
年
貢
米
輸
送
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と
売
買
目
的
の
米
穀
輸
送
を
区
別
し
、
規
制
す
る
た
め
の
布
達
で
あ
っ
た
。
加
え

て
、
こ
の
よ
う
な
近
世
の
津
留
政
策
は
、
開
港
前
は
当
然
の
如
く
日
本
人
に
よ
る

国
内
輸
送
を
前
提
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
開
港
後
の
明
治
二
年
に
津
留
を
実
施

す
る
に
あ
た
っ
て
、外
国
商
人
に
よ
る
米
穀
輸
送
や
、諸
藩
に
よ
る
外
国
船
を
雇
っ

た
年
貢
米
輸
送
の
扱
い
が
問
題
に
な
り
、
各
国
か
ら
の
反
発
や
民
衆
の
不
満
を
増

大
さ
せ
た
と
い
え
る
。

新
潟
・
水
原
在
勤
役
人
お
よ
び
外
務
省
は
、
条
約
と
の
整
合
性
の
問
題
や
外
国

側
お
よ
び
民
衆
か
ら
の
反
発
等
に
苦
慮
し
な
が
ら
も
、
近
世
近
代
移
行
期
に
お
け

る
津
留
政
策
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
。
そ
の
過
程
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
本

史
料
「
津
留
一
件
」
で
あ
り
、
本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
国
内
や
地
域
内

で
完
結
し
て
い
た
流
通
や
政
策
が
外
国
へ
と
開
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
諸
問

題
に
つ
い
て
、
外
国
側
と
日
本
側
双
方
の
視
点
か
ら
の
検
討
を
可
能
に
す
る
史
料

で
あ
る
と
い
え
る
。

注（
1
）
大
山
梓
『
旧
条
約
下
に
お
け
る
開
市
開
港
の
研
究
』（
鳳
書
房
、
一
九
六
七
年
）、
石

井
孝
『
増
訂　

明
治
維
新
の
国
際
的
環
境
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）、
鵜
飼

政
志
『
幕
末
維
新
期
の
外
交
と
貿
易
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
2
）『
新
潟
開
港
百
年
史
』（
新
潟
市
、
一
九
六
九
年
）、
小
村
弌
「
蔵
元
と
蔵
宿
―
新
潟
町

田
巻
家
を
中
心
と
し
て
―
」（
柚
月
学
編
『
日
本
水
上
交
通
史
論
集
第
１
巻
』
文
献
出

版
、
一
九
八
六
年
）、
星
野
尚
文
「
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
再
検
討
―
新
潟
開
港
問
題
と

の
関
連
か
ら
―
」（『
新
潟
史
学
』
三
四
号
、
一
九
九
五
年
）、『
新
潟
市
史　

通
史
編

３ 

近
代
（
上
）』（
新
潟
市
、
一
九
九
六
年
）、
中
村
義
隆
『
幕
末
維
新
の
港
町
と
商

品
流
通
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
3
）
青
柳
正
俊
『
開
港
場
・
新
潟
か
ら
の
報
告
―
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
が
伝
え
た
こ
と
―
』（
考

古
堂
書
店
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
開
港
新
潟
で
の
外
国
人
居
住
行
政
に
つ
い
て
の
考

察
―
外
務
省
史
料
『
新
潟
居
留
外
国
人
ニ
対
シ
地
所
家
屋
相
対
貸
借
関
係
協
議
一
件
』

を
軸
と
し
て
―
」（『
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
六
号
、
二
〇
一
五
年
）、

同
「
雑
居
地
新
潟
に
関
す
る
一
考
察
―
「
外
国
人
の
居
留
地
外
居
住
問
題
」
を
め
ぐ

る
展
開
」（『
東
北
ア
ジ
ア
研
究
』
二
〇
号
、
二
〇
一
六
年
）、
同
「「
外
圧
」
が
捉
え

た
新
潟
に
お
け
る
通
商
司
政
策
」（『
東
北
ア
ジ
ア
研
究
』
二
一
号
、
二
〇
一
七
年
）、

同
「
戊
辰
戦
争
の
局
面
推
移
と
新
潟
開
港
―
外
交
と
商
船
の
視
点
か
ら
―
」（『
観
賞
』

三
八
号
、
二
〇
一
七
年
）。

（
4
）
西
田
泰
民
「
開
港
直
後
の
新
潟
の
状
況
―
オ
ラ
ン
ダ
国
立
公
文
書
館
資
料
よ
り
―
」

（『
新
潟
史
学
』
七
五
号
、
新
潟
史
学
会
、
二
〇
一
七
年
）。

（
5
）
中
村
前
掲
書
。

（
6
）
松
尾
正
人
「
明
治
二
年
の
東
北
地
方
凶
作
と
新
政
権
」（『
日
本
歴
史
』
三
四
五
号
、

一
九
七
七
年
）。

（
7
）
外
務
省
記
録3.5.2.2

「
新
潟
港
米
穀
津
留
一
件
」
収
録
（
外
交
史
料
館
所
蔵
）。
以
下
、

「
津
留
一
件
」
と
す
る
。

（
8
）
上
田
藤
十
郎
「
囲
米
・
貯
穀
」『
国
史
大
辞
典
』
第
三
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三

年
）。

（
9
）『
法
令
全
書
』
明
治
二
年
第
五
六
一
（
内
閣
官
報
局
、
一
八
八
七
年
）。

（
10
）『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

一
五　

新
潟
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
）。
明
治
二
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年
二
月
八
日
か
ら
同
年
七
月
二
七
日
の
府
名
。
越
後
全
域
の
明
治
政
府
直
轄
地
を
支

配
し
た
。
同
年
七
月
二
七
日
に
水
原
県
の
一
部
と
な
る
。

（
11
）「
津
留
一
件
」
明
治
二
年
六
月
一
二
日
付
書
簡
。

（
12
）「
津
留
一
件
」。

（
13
）「
津
留
一
件
」。

（
14
）「
津
留
一
件
」
前
掲
、
明
治
二
年
六
月
二
三
日
付
書
簡
。

（
15
）『
旧
条
約
彙
纂
』
第
一
巻
第
一
部
（
外
務
省
条
約
局
、
一
九
三
〇
年
）。

（
16
）
前
掲
『
旧
条
約
彙
纂
』
第
一
巻
第
一
部
「
日
本
国
独
逸
北
部
連
邦
修
通
商
条
約
」
貿

易
章
程
第
八
則
。

（
17
）
前
掲
『
旧
条
約
彙
纂
』
第
一
巻
第
一
部
、
七
五
頁
。

（
18
）「
津
留
一
件
」
明
治
二
年
九
月
七
日
付
書
簡
。

（
19
）「
津
留
一
件
」
明
治
二
年
九
月
一
〇
日
付
書
簡
。

（
20
）「
津
留
一
件
」
明
治
二
年
九
月
一
二
日
付
書
簡
。

（
21
）「
津
留
一
件
」
明
治
二
年
九
月
七
日
付
書
簡
。

（
22
）「
津
留
一
件
」
明
治
二
年
九
月
一
四
日
付
書
簡
。

（
23
）
前
掲
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

一
五　

新
潟
県
』。
な
お
「
水
原
県
」
は
明
治
二
年

七
月
二
七
日
か
ら
明
治
三
年
三
月
二
七
日
ま
で
の
県
名
で
あ
り
、
そ
の
後
新
潟
県
と

改
称
さ
れ
る
。

（
24
）「
津
留
一
件
」
明
治
二
年
一
〇
月
一
四
日
付
書
簡
。

（
25
）「
津
留
一
件
」
明
治
二
年
一
〇
月
二
一
日
付
書
簡
。

（
26
）「
津
留
一
件
」
明
治
二
年
一
〇
月
二
二
日
付
書
簡
。

（
27
）
松
尾
前
掲
論
文
。

（
28
）「
津
留
一
件
」
明
治
二
年
一
〇
月
一
五
日
付
書
簡
。

（
29
）
西
田
前
掲
論
文
。

（
30
）
青
柳
前
掲
書
、
二
〇
一
一
年
。

（
31
）「
津
留
一
件
」
明
治
二
年
一
二
月
一
五
日
付
書
簡
。

（
32
）「
津
留
一
件
」
明
治
三
年
一
月
六
日
付
書
簡
。

（
33
）「
津
留
一
件
」
明
治
三
年
一
月
五
日
・
一
三
日
付
書
簡
。

（
34
）「
津
留
一
件
」
明
治
三
年
一
月
二
五
日
付
書
簡
。

（
35
）「
津
留
一
件
」
明
治
三
年
一
月
二
五
日
付
書
簡
貼
紙
。

（
36
）「
津
留
一
件
」
明
治
三
年
二
月
一
〇
日
付
書
簡
。

（
37
）「
津
留
一
件
」
明
治
三
年
二
月
二
七
日
付
書
簡
。

（
38
）「
津
留
一
件
」
明
治
三
年
三
月
付
書
簡
。

（
39
）「
津
留
一
件
」
明
治
三
年
三
月
一
〇
日
付
書
簡
。

（
40
）「
津
留
一
件
」
明
治
三
年
三
月
二
五
日
付
書
簡
。

（
41
）「
津
留
一
件
」
明
治
三
年
四
月
一
八
日
付
書
簡
。

（
42
）
中
村
前
掲
書
。


